
 【書式Ａ】 施設名 文化財活用センター 処理番号 1610H 

中項目 １． 有形文化財の保存と継承並びに有形文化財を活用した歴史・伝統文化の国内外への発信 

事業名 （６）文化財の積極的な活用による文化財の継承につなげる新たな取組 

 ①文化財に親しむためのコンテンツの開発とモデル事業の推進 

【年度計画】 

・Ⅰ-1-(6)-①-1)、2)、3) 

担当部課 文化財活用センター企画担当 事業責任者 企画担当課長 小林牧、室長 髙橋美奈子 

【実績・成果】 

1)ア 各施設、企業等と連携して高精細複製品を制作した。VR、8Kなど先端技術を使った企画コンテンツ事業を積極的に推し進め、 

文化財の新しい活用方法を探り、これまで文化財に触れる機会のなかった人々にも、学ぶ喜びや、楽しい時間を創出した。 

イ トーハク新時代プランに基づき、東京国立博物館本館特別3室に、体験型展示「日本美術のとびら」を開設した。 

2)体験型展示コンテンツ「なりきり美術館」を大分及び山口の美術館に展開したほか、文化庁「地域ゆかりの文化資産地方展開促進

事業」の委託を受けて新潟、愛知、宮崎県内の美術館・博物館にコンテンツを制作し、公開した。 

3)新型コロナウイルスの影響により一部中止があったが、「ぶんかつアウトリーチプログラム」として、高精細複製品の貸与を行った

ほか、首都圏を中心に、全国の小中高等学校、博物館12件に教育プログラムを提供し、1,366人の児童生徒・来館者が参加した。ま

た、青森県学校教育センターとの連携で、鑑賞教育にかかる教員研修を行った。 

【補足事項】 

1)・30 年度～2年度に締結した、キヤノン株式会社、凸版印刷株式会社、シャープ株式会社との共同研究プロジェクトを継続。 

・キヤノン株式会社との共同研究で、東京国立博物館所蔵の「国宝 檜図屏風」「国宝 洛中洛外図屏風（舟木本）」の高精細複製 2件

を制作したほか、展示やハンズオンなどでの活用目的で、九州国立博物館所蔵「重要文化財 蘆屋楓流水鶏図真形釜」、奈良国立博

物館所蔵「阿弥陀如来立像」の複製、「神奈川沖浪裏」の摺り工程見本など計 3件を制作した。 

・文化庁「令和３年度地域ゆかりの文化資産地方展開促進事業 先端技術を活用した文化資産コンテンツ制作プロジェクト」を受託

し、東京国立博物館所蔵の「重要文化財 遮光器土偶」（樹脂製：凸版印刷株式会社）、「重要文化財 みみずく土偶」（土製：大塚

オーミ陶業株式会社）、「国宝 秋冬山水図」、「国宝 楼閣山水図屏風」、「重要文化財 山野行楽図」（キヤノン株式会社）等の計 8

件（16 点）の複製を制作し、十日町市博物館で「ハンズオンレプリカの製作と館内プログラムにおける活用」、都城市立美術館で

「床の間における掛軸の鑑賞体験」、名古屋市博物館で「畳と照明の演出による屛風の鑑賞体験」のコンテンツとして公開した。8K

で文化財「ふれる・まわせる名茶碗」（2年度制作）をベースに東京国立博物館、九州国立博物館、愛知県陶磁美術館所蔵の 3作品

を加えた新規コンテンツを制作し、愛知県陶磁美術館で公開した。（本事業の成果物は文化庁所蔵となる） 

・トーハク新時代プランに基づき、東京国立博物館本館特別 3室に高精細複製品や非接触体験展示「日本美術のデジタル年表」によ

る日本美術に親しむための常設体験展示室「日本美術のとびら」を開設した。 

・8K で文化財 国宝「聖徳太子絵伝」（30～元年度開発）を特別展「聖徳太子と法隆寺」に合わせて再公開し、49 日間で 6,187 人が体

験した。（7 月 13 日～9 月 5 日）91.7％から「とてもよい/よい」の評価を得た。また、同コンテンツを英国のセインズベリー日本

藝術研究所の企画展に貸与した。 

・シャープ株式会社との共同研究で、8K で文化財「みほとけ調査」の実証実験公開を東京国立博物館法隆寺宝物館中 2階資料室で実

施し、18 日間で延べ 1,218 人が体験した。（11 月 16 日～12 月 5日）93.2％から「とても楽しかった/楽しかった」の評価を得た。 

・東京国立博物館・NHK の共同研究「みんなの 8K 文化財」プロジェクトのマネージメントを行い、超高精細な 3DCG＝「8K 文化財」

を新たに 3件（①法隆寺・救世観音、②樫鳥糸肩赤威胴丸、③能面）制作した。「救世観音」については、デジタル調査会を実施・

放映、特別展「聖徳太子と法隆寺」期間中に平成館ガイダンスルームにおいて過去に制作した「百済観音」と合わせて公開した。 

・文化庁「令和３年度日本博を契機とする文化資源コンテンツ創成事業」に採択され、映像と高精細複製で構成される体験展示「春

夏秋冬／フォーシーズンズ 乃木坂 46」を実施し、若年層を中心に 58,461 人が体験した（9 月 4 日～11 月 28 日）。来館者アンケ

ートでは 95.3%（展示）、97.1%（映像）が「とてもよい/よい」と評価し、70.8%が東京国立博物館への初来館という結果となった。 

2)・「びじゅチューン！×OPAM なりきり美術館」を 2年度から引き続き大分県立美術館（OPAM）で公開。会期 77 日間で 18,368 人が

体験した。（2月 19 日～5月 9日）。「びじゅチューン！× 山口ゆめ回廊博覧会 なりきり美術館」を、NHK 山口放送局・山口情報

芸術センター（YCAM）へ巡回。会期 38 日間で 6,658 人が体験した。（7月 16 日～8月 22 日） 
【評価指標】項目 3年度実績 目標値 評定 

経年 

変化 

29 30 元 2 

コンテンツ開発・展開数 

 うちコンテンツ開発件数 

24件 

18件 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

【年度計画に対する総合評価】 

評定：Ｂ 

 

【判定根拠、課題と対応】  

企業と連携した高精細複製の制作や、先端技術を使った企画コンテンツ事業の開発により文

化財の新たな活用方法を提案することができた。さらに、地域の美術館・博物館への企画コン

テンツの提供により、文化財に触れる機会を拡大することができた。アンケートによる評価等

もおおむね好調であることから、年度計画は達成したと言える。 

【中期計画記載事項】 

高度な技術で制作された複製や、VR・AR、8K映像などの先端技術を使った企画コンテンツ事業を積極的に推し進めることで、文化

財の新しい活用方法を探り、これまで文化財に触れる機会のなかった人々にも 、学ぶ喜びや、楽しい時間を創出する。 

【中期計画に対する評価】 

評定：Ｂ 

 

【判定根拠、課題と対応】  

来館者及び使用者の目的・ニーズに対応した文化財の高精細複製や、VR、AR、8K 映像などの

先端技術を使った企画コンテンツの開発を企業と連携して行った。また、コンテンツの貸し出

しや企画展示の巡回などを通じて学習機会の拡大や文化財に親しむ機会を創出することがで

き、中期計画を順調に遂行できている。4年度以降も、地域の博物館、学校などと連携協力し、

各地域での活用を推進したい。 
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